
 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

 昭和５１年４月７日生まれ（３７歳） 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女・次男 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 
〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

         財団法人企業経営研究所 研究員  

（地域経済産業分析） 

         経営企画部 人事担当マネージャー 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

平成２３年１月～ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 支部長 

平成２４年１２月～ 衆議院議員（一期目） 

          ・経済産業委員 ・内閣委員 ・国会対策委員 

          ・自民党青年局次長 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 

自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

・  

― お知らせ ― 

http://www.facebook.com 

facebook はじめました！！友達大募集！ 
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発行所：自由民主党本部 

100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 

電話：東京 03(3581)6211（代） 

振替口座：東京 00180-1-19518  定価 1部 105 円 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

〒410-0065 沼津市花園町 11-5 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

ブログ：http://ameblo.jp/t-katsumata 

公式サイト：http://www.t-katsumata.com 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

衆議院議員（静岡県第６選挙区支部支部長） 

通 

信 静岡６区【沼津・伊東・熱海・下田・伊豆・伊豆の

国（旧韮山・大仁）・賀茂郡・駿東郡（長泉・清水）】 

かつまた孝明氏 

「成長戦略実行国会」始まる 
～ふるさとの経済底上げに向けて！～ 

たかあき 

― 号 外 ― 

ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 

小泉進次郎代議士とともに！！ 

http://ameblo.jp/t-katsumata


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨時国会で成長戦略の具現化を！ 

 １０月１５日から臨時国会が招集され、いよいよアベノミクス第３

の矢である「成長戦略」が具現化に向け動きだしました。この成長戦

略では、地域限定で規制緩和を進めていく「国家戦略特区」や、企業

の設備投資を促す「産業競争力強化法案」などが柱となってきます。 

 第１の矢であった「金融緩和」、第２の矢であった「財政出動」が効

果的に行われた結果、円高懸念の解消、日経平均株価の上昇等が見ら

れてきました。しかしながら、民間金融機関が日本銀行に預けている

当座預金残高を見ると、過去最高の１００兆円を突破している状況で

す。これは、金融機関より先の、中小企業の設備投資や個人消費にお

金がまだまだ流れず、目詰まりしてしまっている状況を意味していま

す。 

 今、やらなければならないことは、需要を創りだし、設備投資や個

人消費を促す政策の実行が必要なのです。 

 これこそが第３の矢である「成長戦略」です。 

そして成長戦略の柱となる「産業競争力強化法案」の概要は以下のと

おりです。 

●「戦略」を強力に実行し、更に加速化・深化させるための仕組みの

創設 

 政府が集中実施期間（５年間）で具体的に実行する制度改革等の内

容を「実行計画」として策定します。 

●「規制改革」を強力に推進するための制度の新設 

 産業競争力の強化の観点から、企業の提案に基づき「規制改革」を

実行する新たな制度を創設することにより、規制改革を強力に推進し、

意欲ある民間の創意工夫や挑戦を支援します。 

 ○企業実証特例制度（通称）の創設 

 ○グレーゾーン解消制度（通称）の創設 

●「産業の新陳代謝」の促進を図るための措置 

 ベンチャー企業への支援、世界を目指す思い切った事業再編や先端 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備投資を通じて、「産業の新陳代謝」を促す業種横断的支援策を強力に

推進します。 

 ○ベンチャー企業の成長支援 

 ○思い切った事業再編等を通じ世界を目指す事業革新を促す措置 

 ○リスクの高い先端設備投資を促進するための措置 

●中小企業の活力の再生 

 ○地域での創業の促進 

  地域における創業を促進するため、民間ノウハウを活用したワンス

トップ創業支援体制を創業者の身近に整備します。市区町村が民間

の創業支援事業者と連携して、創業支援体制を構築する取組に対し

て、国も関係省庁が連携して全面的にサポートします。 

 ○中小企業の事業再生の支援強化 

  ・独立行政法人中小企業基盤整備機構に設置している中小企業再生

支援全国本部の機能を拡充し、各都道府県の中小企業再生支援協

議会による再生支援体制を強化します。 

  ・再生支援協議会等による支援を受けて作成した計画に基づき、経

営改善・事業再生に取り組む中小企業者に対する信用保険法の特

例を措置し、計画実行段階の資金調達を円滑化します。 

 日本経済再生のためには、この「戦略」に盛り込まれた施策を確実に

実行し、産業競争力を強化していくことが必要です。 

  

 
●エネルギー政策の研究のため各地に視察しました！ 

福島第一原発の事故を受け、今後の日本のエネルギー政

策は分水嶺にきている中で、私達若い世代が、次世代のエ

ネルギーを考え、未来に向けた舵取りをしていかなければ

ならない責任があります。 

原発の再稼働の是非にかかわらず、使用済み核燃料の最

終処分場が決まっていないことは、「トイレのないマンシ

ョン」を建てることと一緒であるということは、長年言わ

れてきたことであります。 

核大国の米国でさえ、核燃料サイクルを放棄していま

す。今後、我が国が、使用済み核燃料をどのように対応し

ていくのか、我々世代に問われています。 
 

【鹿児島県・長島風力発電所にて】 


